「他人指向」の殉教者 : 別役実の『風のセールスマン』 by 村尾 敏彦
「他人指向」の殉教者
──別役実の『風のセールスマン』──

























『セールスマンの死』とリースマン（David Riesman）の『群衆の孤独』（The Lonely Crowd）
との間に類似性をみいだして、この戯曲は「他人指向型社会に適応しようとした内部指向型の男
がアノミーと人格の完全崩壊に終わった物語」（the story of an“inner-directed”man whose
























先のモーテルでの浮気の場面などである。アーサー・ミラーの Collective Plays の序文によれ






















にやってはだめだ」（Never fight fair with a stranger, boy.）（158）と教える。ベンは他人との
人格的なつきあいに関心はなく、周囲の他人からどう評価されるかも気にしない。ウィリーに向
かって、「ウィリアム、おまえの子どものしつけは一流だ。立派な男らしい少年だ」（William,
you’re being first-rate with your boys. Outstanding, manly chaps!）（159）と言い、ウィリー
を喜ばせる。ウィリーが、どのように教育すればいいのかを尋ねると、「わしがジャングルに入
ったとき、わしは 17歳、出てきたときは 21歳、そうしてなんと、金持ちになっていた」
（when I walked into the jungle, I was seventeen. When I walked out I was twenty-one.





























































ることにしっかりした基礎はないんだ。」（for a salesman, there is no rock bottom to the life）
（221）、「あそこの青空に浮かんでいる男、笑顔とよく磨いたくつ次第なんだ」（a man way out




















































































































































































































































告デジタルドキュメント』情報処理学会 第 100号 pp.51-8, 2007
川田耕「D. リースマン「孤独な群衆」－画一化と多様化」『思想の科学 第 7次』思想の科学社 第 146
号 pp.34-6, 1991
経済産業省「社会人基礎力」http : //www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/
Welland, Dennis. Arthur Miller, Edinburgh : Oliver and Boyd, 1961
リースマン 加藤秀俊 訳『孤独な群衆』みすず書房，1971
Riesman, David. The Lonely Croud, London : Yale University Press, 2001
（２６）
